
厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪

第
　
　
　
５２
　
　
　
回

全

日

本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
報
告
書

旭
化
成
が
３
年
ぶ
り
８
度
目

女
子
は
三
井
住
友
海
上
が
初
優
勝

厚
生
労
働
大
臣
杯
争
奪
第
５２
回
全
日
本
実
業
柔

道
団
体
対
抗
大
会
は
６
月
８
～
９
日
の
両
日
、
長

野
市
の
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
に
男
子
９３
、
女
子
１４
、

計
１０７
チ
‐
ム
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
場

は
長
野
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

と
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
の
大
き
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
大
い
に
盛
り
上
が

っ

た
。開

会
式
恒
例
の
年
間
最
優
秀
選
手
表
彰
に
は
、

平
成
１３
年
度
永
野
重
雄
杯
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
世
界
選

手
権
大
会
１００
ｋｇ
級
金
メ
グ
リ
ス
ト
の
井
上
康
生
５

段

（綜
合
警
備
保
障
）
に
、
宮
崎
輝
杯
が
同
じ
く

世
界
選
手
権
大
会
７０
ｋｇ
級
金
メ
グ
リ
ス
ト
の
上
野

雅
恵
３
段

（三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）
に
贈
ら

れ
た
。

初
日
は
男
子
第
二
部
と
女
子
第

一

部
が
行
わ
れ
た
。
男
子
は
囲
學
院
院

友
柔
道
ク
ラ
ブ
が
３
１
１
で
了
徳
寺

学
園
を
下
し
初
優
勝
、
女
子
は
三
井

住
友
海
上
火
災
保
険
が
１
１
０
で
コ

マ
ツ
の
３
連
覇
を
阻
止
し
、

１３
年
目

に
し
て
悲
願
の
初
優
勝
を
達
成
し

た
。最

終
日
は
男
子
第

一
部
で
旭
化
成

が
３
１
１
と
日
本
中
央
競
馬
会
に
圧

勝
し
て
３
年
ぶ
り
８
度
目
の
王
座
に

返
り
咲
い
た
。
前
年
の
覇
者
で
全
国

本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
井
上
康
生
５
段

を
擁
す
る
綜
合
警
備
保
障
は
初
戦
で
惜
敗
し
、

早
々
に
姿
を
消
し
た
。

同
第
二
部
は
平
成
管
財
が
セ
コ
ム
を
２
１
１
で

破
り
３
年
連
続
の
優
勝
。

女
子
第
二
部
は
セ
コ
ム
と
日
水
製

薬
の
初
対
決
と
な
り
、
セ
コ
ム
が
１

１
０
で
初
制
覇
し
た
。

な
お
、
来
年
の
第
５３
回
大
会
は
再

び
西
日
本
に
戻
り
、
大
阪
府
堺
市
金

岡
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

開会式であいさつする山口信夫会長

開会式であいさつする鷲澤長野市長

選手宣誓をする上水研―朗選手 (線合警備保障)



３
年
ぶ
り
８
度
目
の
奪
遇

重
の
争
奪
戦
に
総
力
発
揮

前
年
度
覇
者
の
綜
合
警
備
保
障
、
名
門

・
旭
化

成
、
安
定
し
た
実
力
を
つ
け
て
き
た
日
本
道
路
公

団
、
日
本
中
央
競
馬
会
の
争
い
か
と
思
わ
れ
た
中

に
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
‐００
地
超
級
３
位
の

タ
メ
ル
ラ
ン
・
ト
メ
ノ
フ
（２５
・
ロ
シ
ア
）
が
急
速
、

平
成
管
財
の
選
手
と
し
て
登
録
さ
れ
、
波
乱
の
様

相
を
呈
し
て
き
た
。

ま
た
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
、
井
上
康
生

対
ト
メ
ノ
フ
と
い
う
超
豪
華
カ
ー
ド
が
実
現
す
る

と
あ

っ
て
、
観
客
も
報
道
陣
も
大
い
に
期
待
し
た
。

し
か
し
、
期
待
は
も
ろ
く
も
く
ず
れ
、
両
チ
ー
ム

と
も
２
回
戦
で
敗
退
し
た
。
先
に
綜
合
警
備
保
障

Ａ
が
日
本
中
央
競
馬
会
に
敗
れ
た
。
先
鋒
近
野
が

大
下
に

一
本
負
け
し
た
あ
と
、
次
鋒
井
上
が
猿
渡

を
取
れ
ず
、
４
試
合
す
べ
て
引
き
分
け
と
な
っ
た

た
め
だ
。

一
方
の
平
成
管
財
は
日
本
道
路
公
団
に
有
効
と

警
告
で
２
点
先
取
さ
れ
、
中
堅
ト
メ
ノ
フ
が
竹
下

か
ら
有
効
を
奪

っ
た
も
の
の
、
秋
山
―
小
齋
は
分

け
、
大
将
筒
井
が
懸
命
に
攻
め
有
効
勝
ち
。
ポ
イ

ン
ト
届
か
ず
②
１
２
の
内
容
負
け
を
喫
し
た
。

昨
年
は
既
に
旭
化
成
か
ら
篠
原
信

一
５
段
が
転

職
で
消
え
て
い
た
。
今
年
は
新
日
鐵
か
ら
吉
田
秀

彦
６
段
と
養
父
直
人
５
段
が
身
を
引
い
て
い
る
。

実
業
団
も
戦
国
時
代
に
差
し
か
か
り
、
波
乱
風
雲

を
呼
ぶ
。

―
―
そ
の
決
勝
戦
。
旭
化
成

・
斎
藤
と
日
本
中

央
競
馬
会

。
大
下
の
先
鋒
戦
は
、
互
い
に
緊
張
し

て
技
が
出
ず
、
４
分
間
の
試
合
時
間
な
の
に
早
く

も
残
り
２
分
３０
秒
に
は
双
方
注
意
か
ら
双
方
警
告

へ
と
反
則
が
累
積
さ
れ
る
。
大
下
が
初
め
て
左
足

払
い
で
効
果
を
挙
げ
た
の
も
つ
か
の
間
、
両
副
審

否
定
で
取
り
消
し
、
引
き
分
け
の
ス
タ
ー
ト
。

次
鋒
戦
に
移

っ
て
相
原
―
藤
本
。
こ
れ
は
激
し

く
な

っ
て
藤
本
の
支
え
釣
り
込
み
に
相
原
横
倒
し

と
な

っ
て
効
果
。
だ
が
、
相
原
も
大
内
刈
り
で
効

果
を
取
り
返
し
、
五
分
に
こ
ぎ

つ
け
る
。
左
内
股

と
左
大
外
刈
り
を
掛
け
合
い
、
こ
の
積
極
さ
の
ゆ

え
に
相
原
再
び
大
内
刈
り
に
い
け
ば
、
藤
本
こ
れ

を
う
ま
く
返
し
て
袈
裟
固
め
に
押
さ
え
、
日
本
中

央
競
馬
会
の
先
取
点
。

し
か
し
、
中
堅
戦
か
ら
は
旭
化
成
が
ス
ト
レ
ー

ト
に
３
連
勝
を
決
め
た
。
日
本
中
央
競
馬
会
ベ
テ

ラ
ン
３０
歳
の
松
本
は
、
闘
志
あ
ふ
れ
る
旭
化
成

。

高
橋
に
一
方
的
に
攻
め
ら
れ
、
指
導

・
注
意
。
さ

ら
に
松
本
の
捨
て
身
技
を
高
橋
が
余
裕
で
す
か
し

効
果
。
３
分
３０
秒
に
も
大
内
刈
り
有
効
を
奪
い
、

１
１
１
と
し
た
。

副
将
戦
、
旭
化
成
の
村
元
は
気
迫
充
実
し
て
ど

ん
ど
ん
前

へ
出
る
。

３５
秒
で
双
方
指
導
も
、
あ
と

は
日
本
中
央
競
馬
会

。
向
川
に
２
分
２０
秒
警
告
。

そ
れ
で
も
向
川
に
反
撃
の

一
手
な
く
、
や
む
な
く

村
元
注
意
―
向
川
反
則
負
け
で
旭
化
成
２
１
１
と

リ
ー
ド
す
る
。

大
将
戦
は
、

３２
歳
ベ
テ
ラ
ン
の
旭
化
成

・
下
出

と
過
去
に
全
日
本
２
位
の
実
績
を
持

つ
日
本
中
央

競
馬
会

。
大
漉
の
戦
い
。
し
か
し
、
現
時
点
で
の

力
の
差
は
歴
然
。
下
出
、
大
内
刈
り
で
有
効
を
奪

い
、
そ
の
ま
ま
後
ろ
袈
裟
固
め
に
押
え
る
。
し
か

し
、
大
漉
こ
こ
は
何
と
か
逃
れ
る
。
次
に
は
大
漉

の
出
ば
な
を
再
び
大
内
刈
り
効
果
か
ら
今
度
は
袈

裟
固
め
で
が

っ
ち
り
と
押
え
込
み
、
完
璧
な

一
本

勝
ち
を
お
さ
め
た
。
こ
の
瞬
間
に
旭
化
成
の
３
年

ぶ
り
の
王
座
奪
回
と
な

っ
た
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト旭

化
成

中

村

佳

央

監
督
２
年
目
で
の
優
勝
、
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
世
界
選
手
権

や
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
出
た
が
、
今
日
は
ま
た

格
別
。
団
体
戦
は
チ
ー
ム
の
総
合
的
な
力
で

勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
力
を
温
存
す
る
た

め
自
分
も
出
て
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
京

葉
ガ
ス
戦
だ
け
出
た
。
（先
鋒
戦
で
警
告
勝

ち
）
あ
の
反
則
を
取
る
の
は
国
際
試
合
の
経

験
が
生
き
た
。

去
年
２
位
だ

っ
た
の
で
勝
ち
た
い
意
欲
を

皆
に
持
た
せ
て
練
習
し
て
き
た
。
前
の
方
で

軽
量
級
の
２
人
が
体
重
差
の
あ
る
相
手
を
よ

く
し
の
い
で
頑
張

っ
て
く
れ
た
。

紙

一
重
の
厳
し
い
場
面
を
ど
う
戦
う
か
、

自
分
の
経
験
も
伝
え
、
選
手
が
わ
か
っ
て
く

れ
た
の
が
う
れ
し
い
。

旭
雑烏化
一 成

下出がっちり押え王座奪回

第一部優勝の旭化成チーム



男子第一部成績表

優 勝 旭  化  成

準優勝 日本中央競馬会

第 3仕 新 日 本 製 鐵

第 3位 日本道路公団A

旭  イし  成  | 7 綜合警備保障A

京 葉 ガ ス 2 8ダ イ コ ロ

綜合警備保障B  3 9  日本中央競馬会

新 日本製鐵  4 10 日本道路公団A

近 畿 通 関 5 |1平 成 管 財

日本道路公団B  6 12九 州 電 力

【準 決 勝】

第 1試合

州ユ    化

相 原 大 樹

斎 藤 制 剛

○下 出善 紀

○高橋 宏 明

O村 元 辰 寛

第 2試合

日本 中央競 馬会  |-0 日本 道 路公 団 A

大 下 大 介 4段
―

中 村 陽 -3段
藤 本 博 史 4段

―

小 齋 武 志 3段

向 ナ|1 肇 3段 
―

 田 村 和 也 4段

○猿 渡 琢 海 3段 反則勝ち 石 崎 員之 3段

大 漉 賢 司 5段
―

竹 下 忠 良 2段

【決   勝】

旭   化   成 3-1 日本 中央競 馬会

斎 藤 制 剛 3段
―

大 下 大 介 4段

相 原 大 樹 3段 袈 裟 回 藤 本 博 史 4段○

○高橋 宏 明 4段 優勢勝ち 松 本 昌広 3段

○村 元 辰 寛 4段 反則勝ち 向川  肇 3段

○下 出善 紀 6段 袈 裟 固 大 漉 賢 司 5段

成 3-1 新 日 本 製 鐵 A

3段
―

飛 塚 雅 俊 3段

3段 警  告 湊 谷 知 幹 4段○

6段 小 外 刈 永 井 亮 平 3段

4段 優勢勝ち 落 合 幸 治 3段

4段 払 巻 込 高 橋 徳 三 3段

平 成 13年度

〔永野重雄杯〕 井

〔宮崎 輝杯〕 上

年間最優秀選手

上  康  生  (綜合警備保障)

里予 牙監 五ぎ (三井住友海上火災保険)

特 別 功 労 賞

大  森 啓  三二 (日 立製作所 。20回 出場 )

功 労 賞

檀  上  竜  三二 (ト ヨタ自動車・15回 出場 )

［男
子
］

第

一
部

第
二
部

第
二
部

［女
子
］

第

一
部

第
二
部

（旭
化
成
）

（
　

〃

　

）

（日
本
中
央
競
馬
会
）

（平
成
管
財
）

（
　
　
″
　
　
）

（
セ

コ

ム

）

（回
摯
院
院
友
柔
道
ク
ラ
プ
）

（
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
）

（
了

徳

寺

学

園

）

（
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
）

（
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
）

（
セ

コ

ム

）

（
　

〃

　

）

山 雑 長 本
=谷

藤 高 下

易晟台蟄a竃 奪瞑望
彦 行 樹 道 子 孝 史 明 紀

上

野

雅

恵

上

野

順

恵

中

野

公

洋

子

齊

藤

久

美

子

山

田
真

由

美

（尋

と

西

　

せ

つ
子
　
（日
水
製
奢

織 山  田 湊

茂 下  村 谷

道 明  和 知

夫 善  也 幹

東 東
京 レ
消 ・
防 滋
庁 賀

（新
日
鐵
）

（日
本
道
路
公
団
Ａ
）

木 吉

村 田

旭 卓

克 実

日 十
本 全
通 会
運 A



平
成
管
財
が
３
年
連
続
の
Ｖ

バ
ン
デ
ギ
ー
ス
ト
は
優
秀
選
手
に

優
勝
候
補

の
最
右
翼
と
見
ら
れ
た
了
徳
寺
学
園

が

一
回
戦

で
旭
化
成

に
敗
退
。
そ
の
旭
化
成
も
二

回
戦

で
セ

コ
ム
に
敗
れ
、
決
勝

に
は
セ

コ
ム
と
３

年
連
続

の
平
成
管
財
が
勝
ち
上
が

っ
て
き
た
。

先
鋒

の
平
成
管
財

・
谷
本
対

セ

コ
ム

・
古
田
は

双
方

に
指
導
か
ら
注
意
が
与
え
ら
れ
た
。
谷
本
右

内
股
、
古

田
左
内
股
を
出
す
も
有
効
な
ポ
イ
ン
ト

な
く
引
き
分
け
。

続
く
次
鋒
戦
、
平
成
管
財
は
欧
州
選
手
権
無
差

別
級
王
者

の
バ
ン
デ
ギ
ー
ス
ト

（２７

・
オ
ラ
ン
グ
）

が
登
場
。
軽
量

の
セ

コ
ム

・
齋
藤
も
必
死
に
ね
ば

る
が
、
右
内
股
で
技
あ
り
を
奪
わ
れ
、
そ
の
ま
ま

が

っ
し
り
横
四
方

に
固
め
ら
れ
て
合
わ
せ
技

一
本
。

中
堅
戦
は
双
方
注
意

か
ら
ラ
ス
ト
ー
分
を
切

っ

て
平
成
管
財

・
水

国
の
左
大
外
刈
り
、
払

い
巻
込

み
に
セ

コ
ム

・
中
田
も
左
大
内
刈
り
、
大
外
刈
り

で
渡
り
合

っ
て
引
き
分
け
。

副
将
戦
は
平
成
管
財

・
森
川
対

セ

コ
ム

・
丸
山
。

両
者
攻
め
手
を
欠
き
１
分
過
ぎ

に
指
導
、
２
分
過

ぎ

に
注
意
が
与
え
ら
れ
る
。

こ
の
停
滞
感
を
破

っ

た
の
は
森
川

の
内
股

か
ら
大
内
刈
り

に
入

っ
た
効

果
だ

っ
た
。
丸
山
も
内
股
、
巴
投
げ
な
ど
で
懸
命

に
追

い
上
げ
た
が
、
森
川
逃
げ
切
る
。

こ
の
時
点

で
平
成
管
財

の
３
連
覇
達
成
。

セ

コ
ム
も
大
将
戦

で
意
地
を
見
せ
る
。
セ

コ
ム
・

本
郷
が
小
外
刈
り
で
攻
め
る
と
、
平
成
管
財

・
小

林
う
ま
く
大
内
刈
り

に
切
り
返
し
て
有
効
を
奪
う
。

し
か
し
、
本
郷
は
気
迫
あ
ふ
れ
る
攻
め
を
見
せ
て
、

ま
ず
効
果
を
奪

い
、
防
御

に
な

っ
た
小
林

に
注
意

が
与
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
小
林

に
警
告
が
与
え
ら

れ
、
挽
回
せ
ん
と
左
大
外
刈
り
に
い
け
ば
本
郷
こ

れ
を
う
ま
く
返
し
て
技
あ
り
、
合
わ
せ
て
総
合
勝

ち
で
セ

コ
ム

一
矢
を
報

い
た
。

第二部イ憂勝の平成管財テーム

【決  勝】

平 成 管 財 2-|セ
谷 本 竜 孝 3段

―
古 田 昌直 4段

○バンデギースト 3段 合わせ技 齋 藤 純 平 3段

水 口清 吾 3段
―

中 田善 久 5段

○森 ナ|1修 次 3段 優勢勝ち 丸 山 昌孝 3段

小 林 広 幸 4段 総合勝ち 本 郷 至 道 3段○

男 子 第 二 部 成 績 表

優 勝 平 成 管 財 第 3位 東 レ ・ 滋 賀

第 3位 東 京 消 防 庁

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト平

成
管
財

鳥
海
又
五
郎

第

一
部
で
優
勝
す
る
の
は
難
か
し
い
で
す
ね
。

よ
く
わ
か
っ
た
。
う
ち
の
チ
ー
ム
の
実
力
は
、
あ

ん
な
も
の
で
す
よ
。
た
だ
、
日
標
が
来
年
に
残

っ

た
の
で
、
ま
す
ま
す
気
力
が
沸
い
て
き
た
の
も
事

実
で
す
。
こ
れ
か
ら
若
い
戦
力
を
採
用
し
て
補
強

し
、
こ
つ
こ
つ
育
て
る
。
来
年
は
第

一
部
に
Ａ
Ｂ

２
チ
ー
ム
を
繰
り
出
す
わ
け
だ
け
ど
、
外
国
人
を

２
人
は
起
用
す
る
。
こ
の
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。

き
ょ
う
の
第
二
部
は
良
く
頑
張

っ
た
と
思
う
。

引
き
分
け
狙
い
で
な
く
、
全
員
が

一
本
取
り
に
行

く
柔
道
を
目
指
し
て
き
た
か
ら
―
―
。

準 優 勝  セ

以 上 の 4チ ー ム は次 年 度 第 一 部 に昇 格 す る

ダ イ コ ロ I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 1

12

13

三菱重工業`名 古屋

自衛隊体育学校

王子製紙・苫小牧

本田技研・熊本

東 レ ・ 滋 賀

平 成 管 財

高 宮 接 骨 院

三 菱化 学 物 流

東 洋 水 産

M    S

ツ ウ ロ コ

優勝に貢献 したバンデギース ト選手

4 セ

5 旭  化  成

16了 徳 寺 学 園

17 トヨ タ 自動 車

18

19 宮沢メディカルグルーブ

20 東日本電信電話・東京

21日 本 通 運

22

23

24

25

26

九 州 電 力

大 京 フ ー ズ

豊 田 自動織 機

東 京 消 防 庁



國
學
院
院
友
柔
道
ク
ラ
ブ
初
Ｖ

新
鋭
の
了
徳
寺
学
園
を
破
る

前
年

初
出

場
初

Ｖ

の
了
徳
寺

学

園

は
、
第

二
部

に
昇
格

し
、
第

二
部

は
軽

量
級

の
選
手

を
軸

に
編

成

し

て
き
た
。

先
鋒

に
監
督

で
千

軍
万
馬

の
山

田
利
彦

が
登

場

し
た
。

國
學
院

院
友

柔
道

ク
ラ
ブ

・
大

久
保

に
開

始
早

々

の
小
内

刈

り

で
技

あ

り
を
奪

い
、

そ

の
ま

ま
横

四
方

固

め

で
押

え

て
合

わ
せ
技

一
本
。

し

か

し
、

了
徳
寺

学
園

の
攻
勢

は

こ
こ
ま

で
。

次
鋒
戦

は
図
學
院

院
友

柔
道

ク
ラ
ブ

の
雑
賀

が

テ
ク

ニ
シ

ャ
ン
小
室

の
飛
び

十
字

や
巴
投
げ

の
奇

襲

を

よ
く
見

て
防
ぎ

、

決

し

て
相

手

の

ペ
ー

ス
に

は
ま
ら
な

か

っ
た
。

チ

ャ
ン
ス
狙

い
の
小
室

に
は

指
導

、
注
意

。
得

意

の
寝

姿
勢

で
袖

車

に
誘

い
た

く

て
も
雑
賀

が
乗

っ
て
こ
な

い
。
立

ち
技

で
は
雑

賀

の
右
内
股

を

か
わ
す

の
が

や

っ
と
。

こ

の
ま

ま

時

間
切

れ

と
な

る
。

中

堅
戦

は
引

き
分

け
。

囲
學
院
院
友

ク
ラ
ブ

の

エ
ー

ス

・
坂
本

は
腰
痛

で
体

調

不
十

分
。

了
徳
寺

学
因

の
新

鋭

・
西

野

に
良

い
と

こ
ろ
な
く
、

双
方

注
意

で
引

き
分

け

る
。

副
将
戦

は
國
學

院
院
友

ク
ラ
ブ

・
小

野
寺

が

了

徳

寺
学

園

・
松
本

に
対

し
、
会

心

の
右
内

股

一
本

で
決

め
、

２
１

１
と
リ

ー
ド

し
大
将
戦

に
タ

ッ
チ

し

た
。
波

に
乗

る
國
寧
院

院
友

ク

ラ
ブ

は
、
長
久

保

が
積

極
的

に
攻
撃

に
出

て
、

了
徳

寺
学

園

・
泉

澤

に
対

し
一兵
快

な
大

腰

を
決

め

て

一
本

勝

ち
。

３

１

１

で
う

れ
し

い
初
優

勝

を
決

め
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
ト

団
學
院
院
友
柔
道
ク
ラ
ブ
　
山

田
宏

輝

廣

井
武

司
監
督

が
所

用

で
来

れ
な
く

て
、
代

理

監
督

で
優

勝

で
き

て
ホ

ッ
と
し

て

い
ま
す
。

坂
本

以
外

は
若
手

の
バ
リ

バ
リ

で
、
後

半

勝
負

に
な

れ

ば
活

躍

で
き

る
と
、
来

る
前

か
ら
優

勝

を
確

信

し

て

い
ま
し

た
。
廣
井

監
督

か
ら

も

「
自

信

を
持

っ

て
や

っ
て
こ

い
」

と
励

ま

さ
れ

て

い
ま
し
た
。

男子第二部成績表

イ憂 月券 団學院院友柔道クラブ

準イ憂勝 了 徳 寺 学 園

第 3位 十 全 会

第 3位 日 本 通 運

以上の 4チ ームは次年度

第二部に昇格する

“
　
　
．フ
鰤　
　
ム

・
　

　

　

　

憂

ｒ

／
フ

籍

勝 】【決

十 仝 会

了 徳 寺 学

【準 決

A  2 -

園 4-

勝】

3 國學院院友柔道クラブ

十 日 本 通 運

図學院院友柔道クラブ 3-1了 徳 寺 学 園

大久保益之 2段 合わせ技 山 田不U彦 5段○

○雑 賀 俊 行 3段 優勢勝ち 小 室 宏 二 4段

坂 本 大 記 4段

―
西 野 公 章 3段

○小野寺政浩 2段 内  股 松 永 将 高 3段

○長久保直樹 3段 大  腰 泉 澤  勝 3段

赤門柔道倶楽部
セコム上信越 B

十 全 会 A

北 陸 電 力

新日本製鐵。名古屋

東 レ ・ 滋 賀
ミ   ズ   ノ

ブレイザーズ柔道クラブ

東京都柔道接骨師会

羽田タートルサービス

東 京 電 力

竹 村 製 作 所

甲 南 柔 友 会

東日本旅客鉄道A

東 京 消 防 庁

新日本製鐵 ,君津
セ  コ  ム

明     送

日柔整請求サービスB

帝     人

図學院院友柔道クラブ

旭  化  成
セントラル警備保障

東京海上犬災保険
全 国 警備 保 障
ア イ シ ン精 機
ク ラ レ・ 岡 山

28 松前柔道クラブ

29了 徳 寺 学 園
30武 田 薬 品 工 業
3 新日本製鐵・大分
32 関西医療学目附属整骨院
33 川 崎 製 鉄

34豊 田 自動 織 機
35 セコム上信越 A

36 三 洋 電 機

37戸 高 鉱 業 社
38 東日本旅客鉄道 B

39 日本エースサポート

40近 畿 通 関
41 日立製作所 。日立

42 -耳と――タトP―段圭■―f誤■
43+仝 会 B

44  Y     K     K

愛 メデ ィカ ル

新日本製鐵本社
村 山 整 骨 院
長 野 刑 務 所
日柔整請求サービスA

日 本 通 運

群馬綜合ガードシステム

富 山 県 庁
大 阪 ガ ス

新日本製鐵・光
山 形 市 役 所

|

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 1

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

ξ イ   ′

イ_ゃ

國
學
院
院
友
柔
道
ク
ラ
ブ



沖
縄
大
会
か
ら
１３
年
目
の
宿
願

三
井
住
友
海
上
が
涙
の
初
Ｖ

４
企
業
の
総
当
た
り
戦
。
三
井
住
友
海
上
と

コ

マ
ツ
が
全
勝
対
決
だ
。
両
チ
ー
ム
の
勝
ち
点
内
容

は
、
三
井
住
友
海
上
４
勝
５
分
け
１
失
点
、

コ
マ

ツ
６
勝
１
分
け
３
失
点
、
引
き
分
け
の
場
合
は

ヨ

マ
ツ
が
優
勝
す
る
。

先
鋒
戦
、
三
井
住
友
海
上
は
世
界
選
手
権
で
活

躍
し
た
横
澤
、

コ
マ
ツ
は
山
田
。
互

い
に
秘
術
を

尽
く
し
て
戦
う
。
横
澤
の
大
外
刈
り
、
袖
釣
り
込

み
腰
、
湘目
負

い
投
げ

に
対
し
て
山
田
も
体
落
と
し
、

ひ
ざ
車
で
応
戦
。
お
互
い
明
確
な
ポ
イ
ン
ト
を
奪

え
ず
、
双
方
警
告
で
引
き
分
け
。

次
鋒
戦
も
岩
藤
と
窪
田
が
双
方
注
意

の
後
、
果

敢
に
攻
め
合
う
が
優
劣

つ
か
ず
の
引
き
分
け
。

中
堅
戦
の
貝
山
対

一
見
も
結
着

つ
か
ず
引
き
分

け
て
、
勝
負

の
行
方
は
副
将

・
大
将
の
双
肩
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
こ
で
期
待
を

一
身
に
集
め
て
登
場
し
た
の
が

三
井
住
友
海
上
の
上
野
妹
だ
。

コ
マ
ツ
も
ベ
テ
ラ

ン
天
尾
と
あ

っ
て
、
見
る
者

い
ず
れ
も
息
を
の
む

緊
張
感
が
み
な
ぎ
る
。
上
野
が
左
体
落
と
し
、
大

外
刈
り
で
猛
攻
を
始
め
、
天
尾
は
守
り
防
ぐ
展
開
。

残
り
２４
秒
双
方
注
意

の
後
、
上
野
の
左
大
外
刈
り

は
効
果
か
と
思
わ
れ
た
が
ポ
イ
ン
ト
に
は
な
ら
ず

引
き
分
け
。
勝
負
の
行
方
は
大
将
戦
に
も

つ
れ
こ

ん
だ
。

三
井
住
友
海
上
は
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
上
野
、

対
す
る
コ
マ
ツ
は
進
境
著
し
い

一
ク
ラ
ス
上
の
松

崎
。
開
始
３３
秒
双
方
指
導
、
１
分
６
秒
注
意
、
１

分
４０
秒
警
告
と
息
詰
ま
る
経
過
。
こ
の
あ
と
上
野

が
積
極
的
に
出
る
。
大
外
刈
り
、
体
落
と
し
、
大

内
刈
り
の
連
続
。
残
り
１
分
１９
秒
、
執
念

の
大
外

刈
り
を
放
て
ば
見
事
に
決
ま
り

一
本
。
勝
た
ね
ば

負
け
る
三
井
住
友
海
上
の
意
気
込
み
に
対
し
、
引

き
分
け
れ
ば
勝

て
る

コ
マ
ツ
。
そ
ん
な
消
極
さ
が

チ
ラ
リ
と
垣
間
見
え
た
大
将
戦
。
悲
願

の
初
優
勝

に
涙
、
涙

の
三
井
住
友
海
上
だ

っ
た
。

■
優
勝
監
督
コ
メ
ン
ト

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
　
柳

澤
　
　
久

前
の
方
は
向
こ
う
の
方
が
強
い
。
け
ど
前
で
頑

張
れ
ば
必
ず
後
ろ
で
取
れ
る
。
引
き
分
け
で
は
負

け
る
か
ら
、
ど
ん
な
形
で
も
勝
て
と
指
示
し
た
。

松
崎
も
強
い
。
ア
ジ
ア
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
代

表
だ
。
こ
れ
に

一
本
取

っ
た
上
野
姉
は
、
さ
す
が

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。
上
野
は
自
分
で
副
将

（７０
地
以
下
）
で
は
な
く
、
大
将
（体
重
無
差
別
）
に

エ
ン
ト
リ
ー
を
志
願
し
て
き
た
。
う
ち
は
１３
年
前

の
第
４０
回
沖
縄
大
会
に
故
神
永
先
生
に
頼
ん
で
初

め
て
女
子
の
部
を
作

っ
て
も
ら
い
（３
人
制
Ｙ
＼
キ

ハ
ウ
ス
さ
ん
ら
と
い
っ
し
ょ
に
出
て
以
来
、
２
位

５
回
、
３
位
５
回
。
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
や
世
界
選
手

権
で
金
メ
グ
ル
を
取
り
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
実

業
団
で
は
勝
て
な
か
っ
た
。
今
回
は
三
井
と
住
友

と
が
合
併
し
て
か
ら
初
め
て
だ
し
、
先
に
マ
ラ
ソ

ン
が
取

っ
て
る
し
、
ど
う
し
て
も
取
り
た
か
っ
た

優
勝
で
す
。
私
の
郷
里
（篠
ノ
井
）
で
も
あ
る
し
、

う
れ
し
い
。

初優勝 を決めた上野の大外刈

【優勝までの対戦成績】

第 1試合

三井住友海上火災保険 2 - |  ダ イ  コ  ロ

茂 木 仙 子 3段 優勢勝ち 海 下 澄 枝 3段○

内  股 植 田 庸 子 3段

優勢勝ち 小 坂 知 巳 2段

― ≠ ― 柳 田恭 子 3段

―

難 波 友 美 2段

2-0ミ キ ハ ウ ス

優勢勝ち 鍛 冶 宏 美 3段

―

岡 崎 綾 子 2段

―

植 田 裕 子 3段

合わせ技 古 賀 幸 恵 2段

―

佐 藤 和 枝 2段

|-0 コ  マ

ー

 山田真由美

―
窪 田 雅 子

―

一 見 理 沙

―

天 尾 美 貴

大 外 メJ 松崎みずほ

ノ`

2段

2段

2段

2段

2f殺

女子第一部優勝の三井住友海上火災保険チーム

①岩 藤 理 恵 初段

e貝 山 仁 美 3段

上 野 順 恵 初段

吉田亜沙美 初段

第 2試合

三井住友海上火災保険

○横 澤 由 貴 2段

岩 藤 理 恵 初段

貝 山仁 美 3段

○上 野 順 恵 初段

上 野 雅 恵 3段

第 3試合

三井住友海上火災保険

横 澤 由 貴 2段

岩 藤 理 恵 初段

貝 山 仁 美 3段

上 野 順 恵 初段

○上 野 雅 恵 3段

女 子 第 一 部 成 績 表  〈リーグ戦〉

ダイコロ
海

憐

友

供

住

災

井

火

ｉ

上
コ Pヽ ノ` キハウス 勝   負

岳 負 分
)風   位

ダイコロ ＼ |-2 |-2 0勝 3敗 4 位

三井住友

海上火災

○
2-|

〇

一

○
2-0 3勝 0敗 優  勝

コ ヽ́ ノ`
○

4-| 0-| ＼
容

２

内

一

Ｏ

② 2勝 1敗 2 位

ミキハウス ○
2-| 0-2

△内容
2-② ＼ 1勝 2敗 3 仕



前
年
３
位
セ
コ
ム
が
初
優
勝

大
将
戦
で
大
型
中
野
が
殊
動

棄
権
２
チ
ー
ム
が
出
た
の
は
寂
し
い
が
、
決
勝

の
セ
コ
ム
十
日
水
製
薬
は
前
年
の
３
位
同
士
。
ど

ち
ら
も
初
優
勝
を
か
け
て
内
容
を
盛
り
上
げ
た
。

先
鋒
戦
は
セ
コ
ム

・
テ
田
十
日
水
製
薬
は
西
。

互
い
に
右
組
み
で
機
を
う
か
が

っ
た
。
開
始
３．
秒

に
双
方
指
導
。
し
か
し
、
こ
の
あ
と
か
ら
西
が
大

外
刈
り
、
背
負
い
投
げ
、
体
落
と
し
、
大
内
刈
り

で
激
し
く
前

へ
出
る
。
先
頭
バ
ッ
タ
ー
の
責
任
は

西
に
あ
る
。
ど
う
し
て
も
取
り
た
い
西
は
タ
ッ
ク

ル
ま
で
交
え
て
突

っ
込
ん
で
来
る
。
景
田
は
返
し

技
で
応
じ
、
互
い
に
以
後
の
消
極
反
則
は

一
度
も

受
け
ず
に
戦

っ
た
。
西
が
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
の
は
日
水
製
薬
に
と
っ
て
悔
恨
と
な

っ

た
に
違
い
な
い
。

中
堅
戦
も
好
試
合
と
な

っ
た
。
開
始
早
々
に
日

水
製
薬
の
益
子
が
右
内
股
か
ら
寝
技
に
入
り
、
あ

わ
や
と
思
わ
せ
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
残
り
１
分

３０
秒
双
方
指
導
、

４６
秒
双
方
注
意
。
そ
の
あ
と
再

び
益
子
の
右
内
股
が
効
果
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
ブ

ザ
ー
か
？
と
思
わ
れ
た
が
、
齋
藤
も
さ
る
も
の
で
、

残
り
１７
秒
、
益
子
の
足
取
り
を
小
外
で
返
し
、
効

果
で
タ
イ
と
し
た
の
は
う
な
ら
せ
た
。

決
着
は
大
将
戦
。
セ
ヨ
ム
ー５８

ｃｍ
ヽ

‐‐Ｏ
ｋｇ
の
中
野

に
、
日
水
製
薬
１５８

ｃｍ
ヽ

６３
監
の
坂
中
で
は
体
格
に

差
が
あ
り
過
ぎ
た
。
中
野
は
最
初
か
ら
前
に
出
て

坂
中
が
注
意
ま
で
取
ら
れ
る
。
坂
中
の
背
負
い
は

潰
さ
れ
る
。
２
分
１２
秒
、
つ
い
に
中
野
の
背
負
投

一
本
が
決
ま
っ
た
。

■
優
勝
監
督

コ
メ
ン
トセ

コ
ム

澤

　

幸

正

今
年
は
優
勝
を
狙

っ
て
い
た
。
前
２
人
の
と
こ

ろ
が
ど
う
な
る
か
、
き
び
し
い
決
勝
戦
は
あ
る
程

度
考
え
て
い
た
が
、
引
き
分
け
て
く
れ
れ
ば
必
ず

大
将
で
取
る
と
い
う
作
戦
の
通
り
に
な
っ
た
。

各
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を
し

っ
か
り

こ
な
し
て
く
れ
た
の
が
勝
因
。
私
は
２
年
間
コ
ー

チ
を
務
め
、
監
督
に
就
任
し
た
ば
か
り
。
優
勝
で

き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

女子第二部優勝のセコムチーム

【準 決 勝】

セ   コ   ム 2-0
テ 田幸 代 3段 ― 美 ―

○齋藤久美子 2段 技 有 り

○中野公洋子 3段 優勢勝ち

西 日本警備保障 0-3
児 玉 久 美 初段 優勢勝ち

前田こずえ 初段 優勢勝ち

中 尾 春 菜 初段 縦四方固

セ  コ  ム 1-0
テ 田 幸 代 3段 ― 美 ―
齋隊久美子 2段 一→←一

〇中野公洋子 3段 背 負 投

夕カメディカル A

棋 澤 沙 恵 2段

吉 留 奈 穂 2段

山円千恵美 2段

日 水 製 薬

西 せつ子 2段○

益 子 里 美 2段○

坂 中 基 美 2段○

勝 】【決

栗

段

段

段

製

子
美

美

水
〕
型
幌

日

西
益

坂

セ  コ  ム  |

…

 2
夕カメディカルA 3

+  仝  会  4

-・ - 5
西 日本警備保障  6
セ コ ム 上 信 越  7

日 水 製 薬 8

夕カメディカルB 9

関西医療学国ltl属 整骨院 10

第 3仕 西日本讐備保障

イ憂 ]券  セ コ ム

準イ憂勝 日水 製 薬

第 3仕  タカメディカルA

セ コ ム

女子第二部成績表

定
時
総
会
」
開
催
さ
れ
る

第
４
回
定
時
総
会
及
び
平
成
１４
年
度
理
事
会

は
、
平
成
１４
年
６
月
７
日
１６
時
３０
分
か
ら
ホ
ワ

イ
ト
リ
ン
グ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
第
１
号
議

案
か
ら
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
、
満
場

一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

平
成
１３
年
度
事
業
報
告

平
成
１３
年
度
収
入
支
出
決
算

平
成
１４
年
度
事
業
計
画
案

平
成
１４
年
度
収
入
支
出
予
算
案

平
成
１４
年
度
役
員
改
選
の
件

中野の背負投が見事に決まる



第
５２
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

６
月
８
日
⑪
ｌ８
時
３０
分
よ
リ
ホ
テ
ル
国
際
２‐
に
お
い
て
、
第
５２
回
全
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
側
全
日
本
柔
道
運
盟
の
嘉
納
会
長
や
地
元
長
野
市
の
鷲
澤
市
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓

の
方
々
や
、
連
盟
役
員
、
並
び
に
地
元
関
係
者
な
ど
総
勢
２
０
０
余
名
の
参
加
が
あ
り
、
大
会
の
成
功
を

期
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
山
国
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
瀬
良
長
野
県
教
育
次
長
と
石
田
県
議
会
議
員
の
歓
迎

の
ご
挨
拶
の
後
、
青
木
長
野
商
工
会
議
所
副
会
頭
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
っ
た
。
祝
宴
の
中
で
は
、

地
元
の
真
田
勝
ち
園
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
後
に
笹
井
長
野
県
柔

道
連
盟
会
長
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

山口会長のあいさつ笹井長野県柔道連盟会長のあいさつ

笹井長野県柔道連盟会長の音頭で万歳三唱

「柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
活
動
を
Ｐ
Ｒ

側
講
道
館
と
働
全
日
本
柔
道
連
盟
は
、

柔
道
を
通
じ
て
の
人
間
教
育
の
場
と
し
て

「柔
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

そ
の

一
貫
と
し
て
、
各
試
合
会
場
で
観

客
や
選
手
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
か

け
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
本
大
会
で
は
８

日
ω
に
松
岡
義
之
氏
（
コ
マ
ツ
監
督
）
、
９

日
倒
に
中
村
行
成
氏
（旭
化
成
）
が
行
い
ま

し
た
。

松
岡
氏
は
、
１
９
８
４
年

ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
６５
ｋｇ
級
の
金
メ
グ
リ
ス

ト
で
、
現
在
女
子
柔
道
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

で
あ
る
コ
マ
ツ
の
監
督
を
務
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
村
氏
は
、
ご
存
知
の
通
り
中
村

三
兄
弟
の
次
男
で
、
１
９
９
３
年

ハ
ミ
ル

ト
ン
世
界
選
手
権
大
会
６５
地
級
の
金
メ
ダ

リ
ス
ト
、
１
９
９
６
年
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
６５
監
級
の
銀
メ
グ
リ
ス
ト
で
あ

り
ま
す
。
本
年
４
月
に
行
わ
れ
た
全
日
本

選
抜
体
重
別
選
手
権
大
会
を
最
後
に
現
役

を
引
退
さ
れ
、
１
年
間
の
留
学
後
指
導
者

の
道
を
歩
ま
れ
ま
す
。

両
氏
と
も
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

マ
ナ
ー
や

礼
儀
あ
る
い
は
ク
リ
ー
ン
ア
ツ
プ
に
つ
い

て
訴
え
ら
れ
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

発

行

日
　
２
０
０
２
年
７
月
１５
日

発
　
　
行
　
全
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発

行

人
　
事
務
局
長

郷
田
博
史

取
材
協
力
　
いン
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

宮
澤
正
幸

印

　

刷

ダ

イ

コ
回
株
式
会
社

松 岡 義 之 氏
(コ マ ツ )


